






る。（清藤 、 ） とのことである。この 歳魚の摂餌回遊群 が日本近海に北上
するカツオとなる。そのカツオの日本近海への回遊ルートは、主要なものとして、 黒潮沿
いに北上する経路、 小笠原伊豆諸島付近を北上する経路、 沖側の伊豆諸島東沖を北上す





















































データ出所 農林水産省 漁業・養殖業生産統計年報 年次報告書（平成 年）
．回遊資源量減少に対する日本の懸念と各国の見解

































































考察する状況は以下の通りである。 つの漁場を想定し、第 漁場、第 漁場と呼ぶ。第
漁場に存在する資源ストック（カツオ）において、そのうちの一部が第 漁場に回遊する
と仮定する。自国である第 国には遠洋漁業者が つ、沿岸漁業者が ついるとする。外国
である第 国には遠洋漁業者が つ、自国遠洋漁業者をプレイヤー 、外国の遠洋漁業者を















漁業者 の漁獲関数 は、第 漁場の資源量 と投入努力量 の関数として以下のよ
うに表す。
第 漁場では操業するプレイヤー と はクールノー競争をおこなうと仮定する。一方
で、第 漁場ではプレイヤー は利潤が非負である限り、保有努力量の上限（ ）を投入
すると仮定する。また費用関数は、投入努力量 の定数倍とし、以下のように定義する。
以上から、各プレイヤーの利潤関数を以下のように定義する。















































め方は、総資産を 、プレイヤー の請求権を とするとき、プレイヤー および の受
け取る配分は以下の式で求められる（ ）。
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
沿岸国の漁業に配慮した国際的操業ルールに求められる条件の予備的考察（柴田）
ここで、総資産 と請求権（ ）を定義しておく。総資産 は規制強化後の利潤合
計とすることから、 となる。また第 国と第 国の請求権はそれぞれの規



















（ケース ） 第 国が請求権を行使すると総資産を超過するが、第 国の請求権のみなら
ば余剰が発生するケース（ ）
この場合の 原理に基づく配分は以下の通りである。
この場合、第 漁場のみで漁獲する第 国は、自らの請求権の半分（ ）のみを受け取
り、残りを第 国が得ている。しかしながら第 国は特別多くの分配を受けているわけではな
い。それは、 と から、
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